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q開催日時　　w対象　　e定員　　r費用　　t会場　　y出演者・講師　　　u締切日　　i手話通訳準備可能　　
o一時保育準備可能　　　aお問い合せ　　　　p申込（インターネットzは〈http://www.manabi.city.osaka.jp/〉で申込可能）�

マーク説明�

②「あした・�
　　　　　きらりん」�
　（アニメ・字幕付）�

①「ラストから�
　　　　　はじまる」�
   （ドラマ・字幕付）�

上記作品を公開上映します。（当日先着各100人、記念品あり）�
Q8／23（月）①13:00～　②11：00～、15：00～�
T城北市民学習センター（地下鉄「関目高殿」、京阪「関目」）�

9／30�30�
（木）（木）�
までまで�

9／30�
（木）�
まで�

9／30�
（木）�
まで�

「人権」をテーマに、テレビ等で作品を上
映します。（テレビ放映は時間変更の場
合があるので、新聞でご確認ください。）�

子どもと大人が一緒に読み、考え、話し合うことのできる絵本原作を募集。「人
権の世紀」と言われる２１世紀。人権について、あなたの経験や思い、子どもたち
に伝えたいことなどをストーリーにしてお送りください。優秀作品には、絵本作
家のオオノヨシヒロさんが下記のイメージの絵をつけて、絵本を制作します。�

中高生が声優として参加す
るほか、自閉症の人と交流
しながら制作した作品。�

8/19（木）�
15：30～16：00�
関西テレビ（8ch）�

吃音のためにからかわれて
いる光一、同じクラスの和
馬。その幼なじみ友恵。�
3人の中学生が悩みながら
成長する様子を描いた作品。�

規　定　400字詰原稿用紙2～3枚程度（ワープロ可） �
P感想文の初めに番組名と〈必要事項〉を書き、〒530-8201北区中之島1-3-20
の大阪市教育委員会社会教育課へ　Q9／30（木）　a6208-9086�
FAX.6202-7054　※応募者全員に記念品あり�

テ
レ
ビ
放
映�

7/28（水）�
10：00～10：55�
テレビ大阪�
　　　 （19ch）�

上
映
会�

感想文募集! !
● 上記作品をみて、いずれか1つの感想文を募集します。�

�

心にひびく絵本の原作を書いてみませんか�
～第7回 人権絵本原作 コンクール　作品募集！～�

■応募規定�
文字数１０００字～１５００字。本文２８ページ、見開きを１場面、１４場面で構成。ページ数を記入。
表紙をつけ、題名・住所・名前・年齢・電話番号およびコンクールを知ったきっかけを明記。�
※ 本文とは別に４００字以内で、作品への「思い」等を加えることも可。�
■応募資格�
プロ・アマ問わず。共同制作も可。自作で、未発表のもの。�
■賞および賞金�
優秀賞（１編）１０万円／佳作（２編）３万円ほか　※応募者全員にで
きあがった絵本と入選作品集をプレゼント�
◇ 詳しい募集要項および応募作品の取り扱いについては、募集チ
ラシ（各学習センター等で配布）およびホームページで要確認。�
■作品の送付先、および問合せ先�
〒５３０－０００１  大阪市北区梅田１－２－２－５００（大阪駅前第２ビル５階）�
大阪市立総合生涯学習センター「人権絵本原作コンクール係」�
Tel.０６－６３４５－５００９　　Fax.０６－６３４５－５０１９
http://www.manabi.city.osaka.jp/Contents/jinken/ehon/index.htm

　前回に続き、トイレのピクトグラム（絵文字）から考

えたいと思います。�

　右の図は、トイレを表す日本や外国のピクトグラムを

集めたものです。このように、ズボン姿の男性とスカ

ート姿の女性をデザインしたものが一般的です。日本

では、男性は青、女性は赤と色分けされている場合が

多く、ピクトグラムだけでなくトイレの扉や壁が色分け

されていることもあります。でも、なぜ男性は青、女性

は赤なんでしょう？�

　たとえば、子どもの服や持ち物を買うときなどに、

「青は男の子の色」「赤やピンクは女の子の色」と

イメージされることが多いですね。トイレの色分けも

このイメージの延長にあるのではないでしょうか。で

も、「男性＝青」「女性＝赤」というイメージは、性別を

理由に私たち一人ひとりの好みや個性を狭めてしまう

ことにつながりかねません。�

　外国のトイレでは、日本のように青と赤で色分けを

しないところも多いようです。ピクトグラムと文字を併

記したり、性別を○と△の形で表して視覚障害のある

人が触ってわかるようにしたり、さまざまな工夫がなさ

れています。日本でも最近は色分けをしないトイレが

出てきていますが、利用者が慣れていないため、男女

をまちがえて入ってしまうなどの混乱が起きている

ケースもあるそうです。�

　ピクトグラムは、文化や言葉、年齢などを超えて、

だれにとってもわかりやすいデザインであることが

重要です。でも、そのわかりやすさがもたらす影響を、

ちがう視点から見てみることも必要です。トイレの色

の“当たり前”、みなさんはどう思いますか？�
�
※コラージュは、『サインとマーク』（監修・村越愛策　フレーベル館）掲載の図
　より作成しました。�
　　　　　　　　　　　　　文とコラージュ・くらげ企画（河昭子、白砂大地）�

みなさんのご意見、ご感想をおよせください。�
〒530-0001  大阪市北区梅田１－２－２－５００�
　　　　　　　総合生涯学習センター『いちょう並木・ぱれっと』係�
メールの場合は、　namiki@osakademanabu.com�
� ※いただいたご感想は、このコーナーで紹介させていただく場合があります。�

トイレの�
　色・いろ�
※1995年から2004年までの10年間は、�
　「人権教育のための国連10年」です。�

第4回�

「気づき・発見・いろいろ　ぱれっと」は、�
身近なものごとをテーマに暮らしやすい社会や、�

多様な人間関係のあり方について考えるコーナーです。�


